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一主81己丑 (甲18午94)(笑19卯03 乙巳不明(1889) (1894) (1903) (1905) 計
同}IJ買泰(仁川J) 224 132 135 88 41 620 
。(全ナ|、[) 33 7 3 43 
分披
(群山) 38 4 42 ク
ク (不明) 3 6 3 12 
......ー・・・・・・ー .......ー・・・・・・・ー・ー・・・・・・ー ・・・ -・・ー・
↑台生競(仁}IJ) 9 9 
義生盛(ク) 1 2 
朝鮮同意棲(ク) 1 1 
同豊泰(元山) 6 3 10 
清園領事館 8 9 
・ー・ー ・・・・ー・・ー ・・・・ .ー............ーー..................ーー .ー............-・・ー
清園 安手口泰(香港) 7 7 
同泰披(上海) 22 9 32 
.............. ......................... .... 
高昌和(長崎) 2 2 
日本鮮隆競(榊戸) 4 6 10 
幅手口競(横i賓) 4 υ 「
.............. ......................... .... 
→ 不明示国品川ノJノ 3 14 19 13 川59 ト不明 巨昌泰(イ元明)不明 3 14 19 13 10 59 
寸|















簡が牧録されている O その構成は表 1の通りである O 護信年は1888・1894・









一品T 戊子平卯甲午乙未丙申丁国戊J久己亥庚子笑卯 言十(1888) (1891) (1894) (1895) (1893) (1897) (1898) (1899) (1900) (1903) 
朝同)1貢泰(仁川Il 7 53 22 30 112 
鮮同豊泰(元山) I I 2 
...・..・ー・ー..・...-・ー・ー....・ー・ー..・...・ー・ー・ー..・...・ー・ー..・....・ー・ー....・..・..・ー... 
安朝日泰(香港) 13 3 24 1 1 2 44 
茂和鮮c" ) 2 2 
高鮮堂(ク) 2 2 
永安泰(慶州) 2 4 6 
瑞草堂(ク) 2 2 
高同泰競(時) 14 39 27 39 3 18 1 29 170 
信別後者
老悦坐興記(ク)
華彰競( " ) I 1 
後記(銭江) 11 26 2 13 12 64 
高慶j原(煙室) 2 2 
履泰謙c" ) 4 4 
・ーー.........ー・ー -・ー・ー ・ー.......ー.........ー.........ー.......ー ・ー・ー....... .
高昌和(長崎) 1 3 4 
イ勺;;;::;;li:6 lI; ト果市手隆波(神戸) 8 3 6 17 幅和I虐(横J賓) 1 1 2 
寸|
-・・..・・.......・・.-・....・・.......・・........・・........・・.......・・..・・..・・..... 
源春昌 2 2 
E陳恒頗競 1 1 
祭雲喬 I 1 
責上計算書 59 59 
種類別
君主主主計算書 13 2 35 105 1 156 
その他計算書 8 8 9 22 30 78 
包装明細書 1 15 43 6 33 I 47 143 





























阪)・幅和競(横漬)については 他の資料から一定の裏づけができる O 以下順
に検討しよう。













て示す。 例えば kでは RllとR02がそれに嘗たる。また円附は漠数字は陰暦を，
アラビア数字は陽暦を指すことにする O
(l) 梁論卿霊童語傑生宛，乙巳六月二四日附， r同泰来信』套27584-19，S330 































同仁川分競愛i莫城本競宛，己丑四月一日附， n司泰来信』杢27584-16，P 150 
凶仁川分競愛漢城本競宛，己丑二月十五日附，r同泰来信』杢27584-15，005。
同 『同泰来信』套27584-19所牧の梁給卿愛書簡各件。





























































れる O 史料 1では，商品は「紗綾J1箱 (HCTは包装の荷印)，そこに「天青芝
素紗Ji花徐綾jの2種類が含まれ，それぞれ敷量と車憤，合計代金が記され







花徐綾 又116疋 2.25雨 261雨
支税紗85斤 12 1118 11.404雨
支木箱1寸/掴纂 12 1.12雨
支安泰保i責500雨 1寸 5折 2.5雨
支切行何 1す 3.88爾
支水脚洋1.5元 75 1.125雨
























































香競 後信者 主主信日 商品代金 諸長ト 単位 出荷番競 経由地 {庸 革-委J 
aOI 同泰競(上海)甲午01.12 3611.9 85.6 雨 元需
a02 イシ 甲午02.02 1896.9 249.3 。第買t需
a03 イシ 甲午02.20 148.6 7.1 。第参水
a04 。 甲午02.20 20.0 イシ 車事:is'(? ) 
a05 。 甲午02.23 1287.8 70.7 イシ 第四需
a06 。 甲午03.09 li28.6 65.2 イシ 第五需
a07 イシ 甲午03.18 258.0 11. 9 。六需
a08 イシ 甲午03.23 475.1 24.4 。第七梨
a09 イシ 甲午04.11 678.9 31.6 ク 第入手話
a10 。 甲午04.26 658.3 29.2 イシ 第九需
all 。 甲午05.09 603.7 21.0 イシ 第拾需
a12 イ少 甲午05.09 4108.4 31.0 ク 現銀輸送
a13 イシ 甲午09.22 710.4 29.1 。拾萱需 神戸
a14 イシ 甲午10.24 12422.9 636.8 ク 拾員t梨 長崎
a15 。 甲午11.10 4093.7 188.5 イシ 拾参需 長崎
a16 イシ 甲午11 3296.3 125.6 イシ 拾四水 長崎
イ
a17 イ少 甲午12.24 14620.0 752.7 ク 拾五主主 長崎
a18 イ少 甲午12.24 212.8 6.1 ク 長崎 1;免i古」とあり ト
a19 イシ 甲午12.28 388.2 20.0 。ナ台陸手詰 長崎
-・・・..・・・・.・.
a20 。 乙未01.09 2474.1 100.4 イシ 元需
•• a21 。 乙未01.17 1685.1 88.6 イシ 言t需 長崎
a22 イシ 乙未01.31 2353.9 141. 7 。参手詰 長崎
a23 。 乙未02.17 6655.2 323.5 イシ 第四需 長崎
a24 イシ 乙未03.01 14825.1 918.0 イシ 第五需
a25 。 乙未03.22 30365.9 1761. 5 イシ 第陸需
a26 イ少 乙未04.02 9.4 ク 第m主 長崎 時迭(b08)
a27 イシ 乙未04.12 7325.9 490.1 ク 第九梨
a28 。 乙未05.01 4113.8 177.1 イシ 第拾需
a29 。 乙未05.25 7675.0 466.3 イシ 第拾萱有
a30 。 乙未05(閏).17 10895.6 152.9 イシ 拾百t需
a31 イシ 乙未06.10 4.7 。 車事迭(1代友J?) 
a32 イシ 乙未06.10 9959.0 549.5 。ナ庁参手詰
a33 。 乙未07.20 12179.7 599.0 イシ 拾四需
a34 。 乙未07.29 9827.3 368.6 イシ 拾五需
a35 。 乙未08.17 10328.8 119.1 イシ 拾六需
a36 イ少 乙未09.10 3930.4 176.5 ク 拾七主主
a37 イシ 乙未09.30 3107.0 189.8 。衿入手詰
a38 イシ 乙未10.20 4847.1 286.2 ク 拾九梨
31 
寸| 11 
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a39 イシ 乙未11.10 932.6 32.6 イン 今有
a40 ク 乙未11.29 1140.3 106.6 イシ 念室哲
a41 。 乙未12目27 1968.9 150目2 ク 念式常
bOl 安和泰(香港)甲午02目13 761.1 28目4 JC 首暫 上海
b02 。 甲午02.27 902.8 37.2 イシ 百t割 上海
b03 イン 甲午04.03 109.7 3.2 ク 参需 上海
・ーー...ー・ー・ー・ー
b04 イシ 乙未02.13 566.8 30.2 イン 漢城元常 上i毎
b05 イシ 乙未03.11 607.3 15.1 イシ 漠j成第百t帯 上海
b06 。 乙未03目17 42.0 。目6 ク 第三常 上海
b07 。 乙未03.17 16.2 イシ 上海 車事jさ(積戻しつ)
b08 イシ 乙未03.22 245.8 14.5 イシ 第四割 上海
b09 イシ 乙未03.28 640.3 40.0 イン 漢城第五手首 上i毎
blO イシ 乙未03.29 282.8 16.5 イシ 漠j成績五常 上海
bll ク 乙未04.20 575.9 41.1 イシ 漠城第六帯 上海
b12 。 乙未05目06 424.7 20目。 ク 第七常 神戸
b13 イシ 乙未05.22 12.0 イシ 神戸 車専送(c04・e06)
b14 イシ 乙未05(閏).09 569.5 43.8 イン 第八帯
b15 イシ 乙未05(閏).12 188.8 18.8 雨 漠域第九手首 長崎
→ 
b16 ク 乙未05(閏).22 36.6 12.1 イシ 第拾常 神戸
b17 ク 乙未06.01 687.5 74.1 イシ 第拾室哲 仁川 ト
b18 。 乙未06.16 574.2 27.1 イシ 第ナ庁武幸吉 上海
b19 イン 乙未06.18 494.7 24.9 ク 第拾善三脊 上海
b20 イシ 乙未07.20 75.0 5.2 イン 第拾囚帯 仁川
b21 。 乙未09.04 238.5 4.7 イシ 第ナ台五幸吉 仁川
b22 イン 乙未09.22 263.0 4.1 JC 第拾五常 仁川
c01 ァ'K安泰(底州)甲午02.14 135.3 38.4 雨 漢首脊 上海
c02 イシ 甲午02.14 135.3 33.1 イシ 漠首脅 上海 c01の訂正
.ー."...ー ・ー・ー
c03 イシ 乙未03.05 175.9 37.0 イシ 漠j成首脅 上海
c04 。 乙未05目16 203.0 12目。 ク 香港・神戸
dOl 幅手口競(横i貫)乙未06目24 505.6 82目1 JC 首暫
e01 群隆競(大阪)甲午01目02 105.0 11目1 JC 首暫
e02 。 甲午04.19 66.4 7.4 イシ 首割
e03 イン 甲午05.02 207.0 58.9 ク 買t需
・ーー...ー・ー・ー・ー
e04 イシ 乙未02.10 73.3 16.6 イン
e05 イシ 乙未03.29 72.1 16.3 イシ 漠j成第百t帯
e06 ク 乙未05(閏).04 6.3 イシ 中専j金(c04・b13)
e07 。 乙未05.17 3.6 イシ 車事jさ(b12)
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e09 。 乙未07.02 98.9 イシ 車事m(?) 
f01 宏昌競(長崎)乙未05(閏).24 3.2 7c 時迭(b15)
gOl 高昌和(長崎)甲午11.14 55.3 7c 時迭(?) 
-・ー・ー ・ー・ー・ー ・ー
g02 イシ 乙未01.15 6.1 ク 上海 時迭(? ) 
















「念試 [22J有」まで至っている O この番競は安和泰輸出品の轄迭に闘する
a26にも附されており，白競輪出品か他競輪出品の轄迭かに闘わらず，同泰競
からの護迭には一元的に出荷番披が割り振られたものと推測される O
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表4 各取引先から同順泰への輸出高(甲午・乙未年)
輸出者 品目(車位) 甲午年令 額乙未年
同泰競(卜l毎) 絹織物 (雨) 29，892，1 70，340，0 
綿織物 (ク) 6，163.9 41，407.2 
麻織物 ( // ) 220.0 19，464.7 
銀地金 (ク) 6，026.5 
食品・薬材(ク) 5，611.6 7，409.6 
雑貨 (ク) 3，160.9 6，937.9 
その他 (ク) 880.7 1，974.9 
-ー・・・ー・・・・ー ・ー・ー・......ー・-・・・ー・・ー ・ー
合計 ( /) 51，955.7 147，534.3 
安和泰(香港) 絹織物 (雨) 188.8 
食品・薬材(元) 947.4 920.9 
イ〉 (雨) 287.8 
雑貨 (元) 64.8 3，546.4 
その他 (ク) 771.4 1，609.6 
.・p・p・ー・・・・・・・ー・-・・・・・・ー・-・・・・・ー ・ー
合計 (ク) 1， 783. 6 6，076.9 
(雨) 476.6 
永安泰(庚州、[) 薬材 (雨) 135.2 318.4 
その{也 (ク) 60.5 .・p・p・ー・・・・・・・ー・-・・・・・・ー・-・・・・・ー ・ー
合計 (ク) 135.2 378.9 
鮮隆披(大阪) 薬材 (元) 66.4 145.7 
雑貨 ( //) 105.0 
その他 ( /) 207.0 ........................ -ー・・・・・・・ーー・・・・・・ー
合計 (ク) 378.4 145.7 

























ど)の 6種類に分類できる O うち荷役費用・海上運賃・海上保険料の 3種類は
いずれの計算書にも計上されており，輸出が基本的に運賃・保険料込み渡し
(C 1.F)の候件で行われたことが分かる O































迭に閲するものである O うち 2件 (a04，a26)は香港・安和泰の輸出 1件

















































れている O 同泰競自身が取得する責却手数料と見てよいだろう Q ④「除支即扶























番7虎五重信者 愛信日 商品代金 諸掛 単位 出荷番競 経由地 f蒲 考
i01 同泰披 半卯02.10 106.2 1.1 雨 又十六割
i02 (上海)辛卯03.01 3.457.1 0.4 イシ 二脅
i03 イシ 辛卯03.06 21. 9 0.2 イシ
i04 イシ 辛卯03.29 77.4 0.8 イ〉 又二有
i05 イシ 辛卯03.29 6，764.6 0.8 イシ
i06 イシ 辛卯04.30 1. 203. 6 0.2 イ〉 固有
i07 イシ 半卯07.07 295.0 4.0 イシ 四部
i08 イ〉 辛卯05.27 4.568.8 0.5 イシ 五脅
i09 イシ 半卯06.18 6，890.0 2.0 イシ 又六割
i10 イ〉 辛卯06.18 5，362.3 0.7 イシ 六脅
i1 イシ 半卯06.18 2，126.4 241. 7 イシ 煙蓋 一部「港i古J，j04'こまt臆
i12 イシ 辛卯07.01 686.3 39.8 イ〉 神戸 「港i古J，j05に封懸
i13 イシ 半卯07.01 1，826.3 0.3 イシ 七部
i14 イシ 辛卯07.07 1，151.9 0.2 イ〉 又九水
i15 イシ 半卯07.26 321.2 16.0 イシ
i16 イシ 辛卯07.07 1，045.3 0.3 イ〉
i17 イシ 半卯07.26 1，467.0 0.2 イシ 十部
i18 。 〔不詳〕 701.9 58.4 イシ 煙室 li巷i古」
i19 イシ 半卯08.18 5，130.9 0.6 イシ 十一割
イ i20 
イシ 辛卯09.20 56.0 0.6 イ〉 十或有
i21 イシ 辛卯09.20 6，373.8 0.8 イシ [.或有
i22 。辛卯09.22 3，479.8 0.5 イシ 十三布 ト
i23 ク 辛g[JlO.11 1. 067.5 0.2 イシ 14幣
i24 。辛卯11.02 2，016.6 0.3 イシ 15布
i25 。辛卯11.19 3，732.4 0.5 ク |一六布
i26 ク 辛g[J11.19 214.9 0.1 イシ 又十六帯
i27 。辛卯12.08 241.7 0.5 イシ 又十七帯
i28 ク 辛g[1l2.15 180.7 9.7 イシ 又十一帯
i29 。辛卯12.20 100.4 1.0 イシ 又十七帯
i30 ク 辛g[1l2.20 822.8 25.5 イシ 香港
i31 。辛卯12.30 4.1 0.2 イシ 又十七帯
j01 安和泰 辛卯04.01 537.1 1.2 jし 責t有
j02 (香港)辛g[J04.15 360.0 0.9 雨
j03 。辛卯05.12 502.7 1.1 イシ 固有
j04 ク 辛g[J06.12 35.2 0.2 イシ 宛先 I[司泰大賓競」
j05 。辛卯06.21 687.7 1.4 イシ
j06 ク 辛g[J07.13 150.0 0.3 イシ 第五有 上海
j07 。辛卯09 284.1 0.7 イシ 第六有
j08 ク 辛g[JlO 660.8 1.5 イシ 第七有
j09 。辛卯12 446.9 5.8 jし 又九有
jlO ク 辛g[1l2 102.3 2.2 イシ 第九有
j1 。辛卯12.30 241. 9 0.8 雨 玖有
j12 ク 辛g[1l2.30 579.3 1.7 イシ 第十有
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k01 茂和鮮 辛卯03.10 409.5 5.3 雨 庚貢t有
k02 (香港)半卯03.20 423.2 6.0 イシ
101 履泰謙 辛卯02.09 145.0 4.8 雨
102 (煙蓋)半卯02.28 45.8 0.7 イシ
103 。辛卯03.29 349.3 13.8 イ〉
m01 高慶源 辛卯05.05 215.3 10.0 雨
m02 (煙室)辛卯06.09 10.0 イ〉
n01 鮮隆競 辛卯04.28 451. 6 13.1 ソじ 漠城首帯
n02 (大阪)辛早IJ04.28 2，044.7 52.4 ク i莫城第責t封
n03 イン 辛卯05.04 2，660.3 68.0 。漠城第三三者千 n01 ~n08の宛先は全て
n04 ク 辛I]IJ06.01 930.3 23.5 ク i莫庄第固有 il司泰賓競J，ただし目
n05 ク 辛卯06.18 887.3 19.1 イシ i莫城第五需 頭行に出荷者として
n06 ク 辛早IJ09.28 542.4 17.0 ク i莫城第六封 il司順泰」と注記
n07 イン 辛卯10.04 183.6 7.3 。漠城第七帯
n08 ク 辛早IJ09.28 451.8 13.9 ク i莫城第八封
nl所迭口各貨総口車J(室27581-1)。


































出荷番披 着荷H 船名 経由地 針庭
(庚寅年)十六割 庚寅12.01 iOl. i03 
(辛卯年)二有 辛卯02.23 贋i斉 i02.i04 
辛卯03.20 庚済 i05 
ク)固有 辛卯04.21 庚i芹 i06.i07 
イシ )五需 辛卯05.18 i08 
辛giJ05.26 煙憂 i1 
辛卯06.02 神戸 i12 
)六有 辛giJ06.18 日新 i09.i10 
ク)七有 辛卯06.24 一菱 i13 
ク)九水 辛卯07.04 i14. i15. i16 
辛卯07.09 煙塞 i18 
ク)十有 辛卯07.24 日新 i17 
ク )十一有 辛giJ08.16 日新 i19. i28 
) l'二有 辛卯09.03 日新 i20，i21 
ク )十三有 辛卯09.20 日新 i22 
ク )十四有 辛卯10.11 i23 
ク )十五有 辛卯11.01 i24 
イシ )十六需 辛卯11.17 日新 i25，i26 
辛g11l2.04 香港 i31 



































同泰披(上海) 金地金 (雨) 47841. 21 
銀地金 (ク) 8154.48 
薬材(人参ほか) (ク) 4998.54 
その他 (ク) 501. 72 
-・・・・・・・・・・・ー ・ーー・・・・・・・・ー ーー ・ー・・・・ -・・・・ーーーーー・・・・・・
合計 (ク) 61495.95 
安和泰(香港) 薬材(人参) (雨) 2994.783 
イン (元) 983.91 
その他 (ク) 102.3 
-・・・・・・・・・ー .ー............................ 
合計 (雨) 2994.783 
(元) 1086.21 
茂和鮮(香港) 薬材(人参) (雨) 832.643 
履泰議(煙蓋) 穀物(高梁) (雨) 487.76 
その他 (ク) 69.62 
ーー・・・・・・・・ー .ー...............ー ・ー・・........ 
合計 (ク) 557.38 
高慶j原(煙蓋) 穀物(高梁) (雨) 215.25 
その他 (ク) 10.026 
-・ー ・ー・・ー ーー・・・・・・・ー ・ー・ー .ー................. 
合言ク) 225.276 






































建りの4件の場合，商品はいずれも人参である O うち神戸・煙憂経由の 3件
(山， i12， i18)では責上代金の一部ないし全部に「港i古」の注記が見える O




。時 i01，i03， i04， i07， i15， i20， i28， i29， i31の9f牛。
倒金に関する15件 (i02，i05， i06， i08， ilO， i13， i14， i17， i19， i21-i25， i27) 
と銀に関する 3件Ci09，i16， i26)。
削 ただし i09には「提銭」という項目も見られるが性格は未詳である O
位1) 主要都市に置かれた銀錠の品位鑑定と重量検査を行う機関をいう。宮下忠雄『中
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封象とし，責上代金687.695雨から諸掛1.412雨を差しヲ|いた686.283雨が清算
珠定金額となっている o j05の清算議定金額と i12の (1港i古jと注記された)買
上代金が一致しており，この商品が同泰掠に仲介されて安和泰で責却されたこ



















































一月初一政 治元水月初三 11378雨服組分5[釘] 一て月初六1~ 十一波票 838雨8銭 [主汀
初十~Íl i古牛寅二月 H 10105雨1室長3分 [針] 元月十一付 元水 9302雨1銭2分5[針]




漢城周順泰資披台照 半六月初六日 [半卯上海北頭同泰波] 抄






























その結果は責上計算書で通知されたと考えられる O 牧支計算書の 14)[J方には，
同じ辛卯年の責上計算書と事項・金額の一致する項目が31件あり，同順泰から
委託された商品の責却によって生じた債務を示すものと考えられる O 具瞳的に
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表8 辛卯年(1891)牧支計算書の内諜
A: I収 」方計 103，877.4附(100%)
①受託販責 計 72567.i雨 (70%)
02.01 r出元水J月初 J11378.6雨 07.26 r前十水 七月 H七J1466.8雨【i17]
02.10 r仙牛黄二月廿J105.2陶【i01] 07.26 r泊・JA参 七月叶J305.2向【i15]
03.01 ri古水て月川J3156.7雨【i02] 08.18 r又〔人参〕 八月初九J613.1雨【i18]
03.06 r泊虎皮三月十三J21.7雨【i03] 08.18 r市11水八月廿三J5130.3雨【i19]
03.29 r仙牛黄同月初八J76.6雨【i04] 09.20 ri占12;J( 九月初九J6373.0爾【i21] 
03.29 ri古企-月廿九J6763.8雨【i05] 09.28 r浩12水九月叶J55.4同【i20]
01.30 r泊四水四月汁七J1203.1JiO【i06] ω22 r泊13水九月廿六J31副J.3雨【i22]
05.07 r泊四水五月十日J291. 0雨【i07] 10.11 r市14水十月十五J1067.5南【i23]
05.27 r泊五水五月 U八J4568.3雨【i08] 11.02 ri占15;J( 1月初7J2016.3雨【i24]
06.17 r六水金六月廿二J5361.4雨【il0] 11.15 r泊16水 11月22J3731. 9雨【i25]
06.17 r元宵J6888.0雨【i09] 11.19 r治元官 11月17J 214.8雨【i26]
06.17 r出麗参 七月初十J1884.7雨【i11] 12.08 r市17水 12月12J241. 7雨【i27]
07.01 ri山毘参六月廿J646.5阿【i12] 12.15 ri占11;J( 10月13J171.0同【i2号】
07.01 r泊七水六月川J1826.0雨【i13] 12.30 r泊洋参 12月底J797.2同【i30]
07.07 r泊九水元賓初凶J1145.0雨【i16] 12.30 r出又17水 12月底J99.4雨【i29]


























01.28 r，咋隆泊冗水 138.53冗 72J 315.8雨【n01]
04.28 r詳sih古 1992.25元武水 72J1434.4雨
【n02]
05.04 r昨隆1古水 2592.31元 7225J1873.0雨
【凶3]
06.01 r詳昨治山水 906.81元 7325J 664.2雨【n04]
06.18 r群隆仙川、 868.217乙 7325J 636.0雨【n05]
ω.28 r坂浩7水 176.28冗 7325J129.1雨む07]
09.28 r坂出8水 437.84元 7325J320.7雨【n08]











08.04 1劃演二千元 7325J 1465.0爾
09.l3 1劃漬四千元 733125J 2932.5痢
ω12 1劃漬了克 733125J1166.3雨
11.13 1劃漬3.6千元 7328J 2638.1雨
12.01 1劃漬2千元 7325J 1465.0阿
④その他



























08.05 1又〔港代排白鉛J 8月初2J871. 7同
計 18740.8雨(18%)
(大阪・品手間そ披)





































































03.02 r 4'、企廿元 732 字六手J14.6向
12.06 r交楽記50元73J36.5雨
818 






















































































項目もある O その番披は11披から16競まで(15競を除き)連績しており B① 
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TRADE WITH SHANGHAI BY CHINESE MERCHANTS AFTER 
THE OPENING OF KOREAN PORTS: VIEWED 
THROUGH THE HISTORICAL RECORDS 
OF THE TONGSHUNTAI 
ISHlKA W A Ryota 
The trade with Shanghai conducted by Chinese merchants thrived after the 
opening of Korean ports in the 1880s. Tongshuntai JPJ)IIJl*, which originated in 
southern Guangdong, was representative of Chinese trading companies in Seoul 
and Incheon at this time. The author has employed the financial records of the 
Tongshuntai kept by Seoul University to examine the function of its business 
network in the period from the 1880s to the mid 1890s, i.e., until the Sino-
Japanese War, 1894-5. The results of the study are as follows. 1) Tongshuntai 
dealt with Chinese trading companies in Shanghai, Hong Kong, and the major 
trading ports in Japan. Most of which were formed by blood relatives or those 
who had come from the same area and who had maintained relationships with 
Tongshuntai for a relatively long period of time. 2) Among them, the most 
important trading partner was the Tongtaihao JPJ*J~ Shanghai, which supplied 
funds. The main trade with Tongtaihao was in the import of consumer goods such 
as silk and cotton textiles. 3) It was necessary for Tongshuntai to rely on the 
assistance of other trading partners in order to maintain trade with Tongtaihao. 
For example, Tongshuntai was in a state of general excess of imports from 
Tongtaihao, in addition to sending gold and silver bullion to Tongtaihao, it would 
often transfer their debt to a third party which also dealt with Tongtaihao, in its 
ledgers in order to balance its accounts. This type of operation was necessary 
because international financial services were insufficient in Korean trading ports at 
the time. The help of third parties was also necessary at times in maritime 
transport and communications for the same reason. In this way the example of 
Tongshuntai indicates that in the process of Korea's coming into contact with 
treaty ports of East Asia especially Shanghai, the immature modern service 
industry and the broadly based strong business network of Chinese traders 
functioned in a complementary manner. 
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